
 

 

 

 

 

 

 

１１月２４日に開催された「沖縄県立沖縄ろう学校創立百周年記念式典・祝賀会」

では 400人を超える来場者で、大盛況に終わることができました。幼児児童生徒、教

職員、保護者の皆様、そして卒業生を含む多くの関係者の思いと協力にあらためて感

謝いたします。聴覚障害教育の歴史を学び、新しい時代に向けて、新たな一歩を踏み

出していきたいと思います。本当にありがとうございました。 

 

記念式典・祝賀会の様子を写真で振り返ります。 

 

   

 

 

  

 

 

学校通信 ７ 号  

令和６年１２月発行    便り 県立 

沖縄ろう学校    

                            １０月２４日 沖縄ろう学校 みんなで祝った１００年の歩み 

記念式典にて、力強い手話で素晴らしい
代表挨拶を見せてくれた砂川七海さん 

本校への多大なご支援に感謝状を贈呈させて
いただきました。ありがとうございました。 

１００周年記念碑 除幕式の様子。 
素晴らしい天気に恵まれました。 

先人達が切り拓いた 
ろう学校の歴史が刻まれて
います。 



 

                               「ありがとう」の気持ちを込めて 

 

  

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

幼稚部のみんなで「リズム遊び」。 
たくさんの人が見ている中でもいつものように
元気に発表できました。 

小学部の皆さんも学習の様子（日本語
文法・オンライン学習等）やエイサーを
大きく演技してくれました。 

迫力のある太鼓を披露していただいた
「琉球聾太鼓」の皆様 

舞台発表テーマ「沖ろうの歴史とこれからの 
未来に向けて」でした。初代田代校長、百年の
歴史を学びましたよ。 

楽しく盛り上げていただきました。 
司会の大屋あゆみさんと善太郎先生 

楽しい音楽の世界を見せてくださいました 
「カラフルコーラスOKINAWA」の皆様  

午後は、みんなでお祝いします。 

祝賀会 



 

 

 

 

 

 

                         

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

思いと伝統を受け継ぎ、未来を見据えて、沖縄ろう学校は、 

新しい一歩を踏み出していきます。 

ご支援をいただいた皆様、本当にありがとうございました。 

舞台発表もフィナーレ！ 
演出に関わっていただいた平田太一さん、
鬼鷲の皆さんも一緒に盛り上がりました。 


